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自分を見直すきっかけに！ 

 暦も師走となり、早朝の気温もマイナスを示すようになりました。夏休み明けからここまで駆け抜

けてきましたが、２０２１年も残り僅かというところまできています。１１月は生徒会組織が一新さ

れての活動となり、一人一人の役割にも変化が生まれました。「行動に責任をもつ」という言葉の重み

を感じている人も多いはずです。新たな組織の下で協力して、一つ一つの活動に精一杯励んでほしい

と思います。また、学力テスト・後期中間テストとテストが続くことで、学習への向き合い方も考える

機会となったでしょう。定期・学力テストは、冬休み明けまで実施されないので、教育相談や懇談で話

したことも大切にしながら、しっかりと力を蓄えていってほしいと思います。 

さて、１２月の生活目標は「身の周りの生活を見直そう」です。規則正しい生活、あいさつ、授業へ

の臨み方、学校生活のきまり、家庭学習や定期テストへの臨み方、周りの人への接し方など、丁寧に追

っていくと課題となるところが浮き上がってくるでしょう。１２月１日（水）の全校集会後には、今現

在の生活を見直す上で、東千歳中学校における「校則」や「日常生活の心得」について、思い起こした

り達成状況を自己評価したりしました。「校則」については、裏面に掲載していますので今一度目を通

してみてください。 

恐ろしい事件の裏には… 

 １１月は中学生の刃物による殺傷事件がありました。既に知っていたという人も多いと思いますが、

他人事として捉えるのではなく自分事として捉えることが必要だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 どちらも刃物を扱った上での事件でしたが、もしかすると、犯行を犯した当人が周りの人たちから

「言葉」という凶器で苦しめられていたのかもしれません。事件の裏にはきっと何かがあるはずです。 

本校では、１１月に今年度第３回目のいじめアンケートを行いましたが、「自分自身が嫌な思いをし

ている」と訴えている事実はありませんでした。しかし、第３者の視点で「嫌な思いをしているのでは

ないか」との訴えがありました。身の周りの生活を見直すという点では、「いじめ」の根絶についても

考えるべきところです。周囲にしっかりと目を向けて生活していきましょう。 

・１１月１９日（金）⇒北海道根室市で１４歳の男子生徒が、ショッピングセンターで５０代の店

員の首などを刃物で切りつける。 

・１１月２４日（水）⇒愛知県弥富市の中学校で１４歳の男子生徒が、同学年の男子生徒を刃物で

刺し、殺害する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 １ 遅刻、早退、外出、欠席の時は文書または保護者からの電話で届け出ること。 

 ２ 授業中の教室の出入りは、その時間の先生の許可を受けること。 

 ３ 始業のチャイムが鳴る前に教室に入り、着席していること。 

 ４ 学習に必要ないものは学校に持ち込まないこと。理由があって持ち込まなければな   

らない場合は、あらかじめ先生の許可を受けること。 

 ５ 物品の売買や金銭の貸し借りはしないこと。 

 ６ 体育館の解放は、昼休みのみとする。用具については別途決められたものとする。 

 ７ 自転車通学は、届け出て許可を受けること。走行や駐輪は別途規則を守ること。 

 ８ 登下校中の飲食はしない。通学バスの利用は別途ルールやマナーを守ること。 

 ９ 服装については学校指定の制服とするが、指定された日以外は学校指定のジャージ   

での通学も認める。服装や頭髪については、清潔で中学生らしい身だしなみを守る   

こと。規準は以下に示すが、不明な点についてはあらかじめ先生に確認すること。 

※ 服装や頭髪に関する規準については、教室の掲示物で確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの内容をし

っかりと理解して

おきましょう。３

年生は、面接に向

けても役立ちま

す。 

Nタイムでの「ババ

抜き」の様子。「ババ抜

き」にも「ルール」が

あり、「モラル」や「思

いやり」が必要ですよ

ね！？ 

  


